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第１章 調査の概要 

 

１ 調査目的 

県では、県民の皆さんの自然災害に対する備えの状況や防災に関する意識を把握

し、県の防災・減災対策に活用するため、平成14年度から「防災に関する県民意

識調査」を実施しています。 

 

２ 調査方法 

（１）調査対象：県内全市町の18歳以上の5,000人 

・調査対象は、各市町の選挙人名簿から無作為抽出 

・各市町の対象者数は、市町別推計人口の比率を参考に割り当て 

（２）調査方法：調査票を郵送（回答は郵送方式とWeb方式を併用） 

（３）調査期間：令和５年１０月１３日から令和５年1０月３０日まで 

（４）回答率 ：50.2％（2,512人／5,000人） 

（５）設問数 ：49問(枝問含む) 

 

３ 本報告書における結果数値等の取扱い 

（１）アンケートの回答には、単数回答（１つだけ選択する回答）と複数回答（該

当するものすべてを選択する回答）があり、複数回答の場合は、その質問項

目に「（複数回答）」と表記しています。 

 

（２）調査結果の数値は、回答数をもとに、原則、パーセント（％）値で表記して

います。（％ 値の母数は、その質問項目の該当標本数（有効回答数）） 

 

（３）％値は、小数点第 2位を四捨五入し、小数点第 1位までを表記しています。 

したがって、合計が必ずしも 100％とならない場合（99.9％または

100.1％など）があります。 

同様に、複数の選択肢をあわせた場合や小計などでは、内訳の％値を単純加

算した数値とは異なる場合があります。 

 

（4）図中の「ｎ」は、各設問の有効回答数を表しています。 
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第２章 調査結果 

１ アンケート調査回答者の属性 

１－１ 住所 

Ｆ１ ご自宅のある市町をお答えください。 

（１）市町 

 

（２）地域  ※津波危険地域については71ページをご確認ください。 

 

 

１―２ 性別 

Ｆ２ あなたの性別をお答えください。 

 

 

１―３ 年齢 

Ｆ３ あなたの現在の年齢をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.3 30.5 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般地域 津波危険地域 無回答

47.9 51.2 0.1

0.7
男性 女性 その他 無回答

n=2,512 

n=2,512 

n=2,512 

n=2,512 

5.9 9.0 15.6 22.5 23.2 23.2 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答
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2.1 7.9 29.6 19.0 6.3 1.6 13.5 19.3 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農林水産業（家族従事者も含みます） 自営業、自由業（家族従事者も含みます）
企業、役所、団体などの正規職員 パート、アルバイト、派遣社員など
その他、収入のある仕事 学生（アルバイトなどをしている方も含みます）
専業主婦、専業主夫 無職
無回答

１―４ 職業 

Ｆ４ あなたの職業は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１―５ 家族構成（複数回答） 

Ｆ５ あなたを含めた同居家族の中に、以下のような方はいらっしゃいますか。 

 

 

 

※要配慮者とは 

要配慮者とは、災害対策基本法第8条第2項第１５号で「高齢者、障がい者、乳幼児

その他の特に配慮を要する者」とされています。 

本調査では、「乳幼児、75歳以上の方、介護・介助が必要な方、妊産婦」を要配慮者と

して調査しています。 

 

 

 

 

 

 

  

7.6 9.7 6.8 8.2 25.8 8.9 0.7 47.7 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

乳幼児 小学生 中学生

高校生 75歳以上の方 介護・介助が必要な方

妊産婦 当てはまる人はいない 無回答

n=2,512 

n=2,512 
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68.2 30.0 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

思う 思わない 無回答

67.8

67.9

71.9

30.3

30.7

26.7

1.9

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

思う 思わない 無回答

76.4

79.7

75.4

70.8

63.6

59.1

23.6

19.8

23.3

28.3

34.1

37.5

0.0

0.4

1.3

0.9

2.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

思う 思わない 無回答

２ 地震・津波対策について 

２―１ 今後 10年程度で大規模な地震が起こると思うか 

 

【問 1】あなたの住んでいる地域で、今後10年程度の間に大規模な地震が起こると思い

ますか。（一つだけ○） 

１．思う 

２．思わない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

（１）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後 10年程度の間に大規模な地震が起こると「思う」と答えた方の割合が68.2%と高く

なっています。 

○地域別に見ると、結果に大きな差はありませんでしたが、年齢別に見ると、年齢が低いほ

ど「思う」と答えた方の割合が高い傾向にあります。 
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6.3 63.9 29.2 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

具体的に知っている ある程度は知っている 知らない 無回答

5.9

5.7

9.6

62.2

68.6

65.8

31.3

25.3

24.0

0.6

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

具体的に知っている ある程度は知っている 知らない 無回答

5.4

9.3

6.4

7.4

5.8

4.3

50.7

59.9

62.7

66.2

65.4

65.9

43.2

30.0

30.7

25.8

28.3

28.8

0.7

0.9

0.3

0.5

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

具体的に知っている ある程度は知っている 知らない 無回答

２―２ 震度予測や津波浸水予測などの被害想定 

 

【問２】三重県では南海トラフ地震や内陸直下型地震が発生した際の地震被害想定調査の

結果を公表していますが、お住まいの地域における震度予測や津波浸水予測など

被害想定を知っていますか。（一つだけ○） 

１．具体的に知っている 

２．ある程度は知っている 

３．知らない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢別 
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24.6 36.2 38.7 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

知っている

名称は知っているが、具体的な内容（何をするべきか）は知らない

知らない

無回答

24.7

21.5

33.6

34.5

41.9

34.2

40.3

36.4

32.2

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

知っている

名称は知っているが、具体的な内容（何をするべきか）は知らない

知らない

無回答

○震度予測や津波浸水予測などの被害想定について、70.2％の方が「具体的に知っている」、

「ある程度は知っている」と答えている一方で、29.2％の方が「知らない」と答えていま

す。 

○地域別に見ると、津波危険地域において「具体的に知っている」、「ある程度は知っている」

と答えた方の割合が高くなっており、特に鳥羽市以南の津波危険地域において「具体的に

知っている」と答えた割合が他の地域に比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると10～20歳代で「具体的に知っている」、「ある程度は知っている」と答え

た方の割合が他の年代に比べて低くなっています。 

 

 

２―３ 南海トラフ地震臨時情報の認知度 

 

【問３】南海トラフ地震臨時情報について、地震発生から津波到達までに避難が間に合わ

ない地域では事前に避難することとなっていますが、このことを知っていますか。

（一つだけ○） 

１．知っている 

２．名称は知っているが、具体的な内容（何をするべきか）は知らない 

３．知らない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域別 
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16.2

20.7

19.7

21.6

27.3

32.0

29.1

32.6

33.5

37.3

39.6

36.3

54.7

46.3

46.5

40.7

32.8

30.7

0.4

0.3

0.4

0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

知っている

名称は知っているが、具体的な内容（何をするべきか）は知らない

知らない

無回答

（２）「年齢別」集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○南海トラフ地震臨時情報について、36.2％の方が「名称は知っているが、具体的な内容（何

をするべきか）は知らない」、38.7％の方が「知らない」と答えており、「知っている」と

答えた方の割合は24.6％に留まっています。 

○地域別に見ると、鳥羽市以南の津波危険地域において「知っている」と答えた方の割合が

33.6％と他の地域に比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると、年齢が高いほど「知っている」と答えた方の割合が高い傾向にあります。 
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5.2 13.5 50.2 23.9 6.5 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

東日本大震災以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている

東日本大震災発生時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）

東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつある

東日本大震災発生時に防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する地震

により、再び高まった
東日本大震災発生時にも、近年頻発する地震発生時にも、特に防災意識は持たなかった

無回答

5.0

3.6

11.6

13.8

11.6

16.4

49.8

54.1

41.1

23.7

24.6

25.3

6.8

5.7

4.8

0.9

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

東日本大震災以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている

東日本大震災発生時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）

東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつある

東日本大震災発生時に防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する地震

により、再び高まった

東日本大震災発生時にも、近年頻発する地震発生時にも、特に防災意識は持たなかった

無回答

２―４ 東日本大震災後の防災意識の移り変わり 

 

【問４】平成23年の東日本大震災の発生から12年が経過しましたが、あなたの地震に

対する防災意識に変化はありますか。（一つだけ○） 

１．東日本大震災以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている 

２．東日本大震災発生時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさ 

らに高まった） 

３．東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄 

れつつある 

４．東日本大震災発生時に防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が 

薄れつつあったが、近年頻発する地震により、再び高まった 

５．東日本大震災発生時にも、近年頻発する地震発生時にも、特に防災意識は持たな 

かった 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域別 
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3.4

4.0

2.8

5.7

5.1

7.2

16.2

16.7

12.0

12.0

12.7

14.6

50.0

53.3

55.8

56.3

49.7

39.9

17.6

18.1

22.8

20.9

26.1

29.5

12.8

7.9

6.6

4.1

6.0

7.2

1.1

0.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

東日本大震災以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている

東日本大震災発生時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）

東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつある

東日本大震災発生時に防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する地震

により、再び高まった

東日本大震災発生時にも、近年頻発する地震発生時にも、特に防災意識は持たなかった

無回答

5.2

5.7
9.9

11.9
10.611.011.6

13.5
12.011.7

16.2
17.7

15.515.1

50.2
51.5

35.3

34.8

30.7

21.6

36.2

23.924.5

35.3

30.6

34.5

44.3

28.5

6.5

4.44.12.93.14.25.1
0

10

20

30

40

50

60

R5R4R3R2R1H30H29

東日本大震災以前から、変わらず高い

防災意識を持ち続けている

東日本大震災発生時に持った防災意識

を今も変わらず持ち続けている（また

はさらに高まった）

東日本大震災発生時には防災意識を

持ったが、時間の経過とともに危機意

識が薄れつつある

東日本大震災発生時に防災意識を持

ち、その後、時間の経過とともに防災

意識が薄れつつあったが、近年頻発す

る地震により、再び高まった

東日本大震災発生時にも、近年頻発す

る地震発生時にも、特に防災意識は持

たなかった

（２）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）経年変化 
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○「東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつ

ある」と答えた方の割合が50.2％と最も高くなっています。 

○地域別に見ると、鳥羽市以南の津波危険地域において「東日本大震災以前から、高い防災

意識を持ち続けている」と答えた方の割合が 11.6％、「東日本大震災発生時に持った防災

意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）」と答えた方の割合が16.4％

と他の地域に比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると、70歳以上において「東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時間

の経過とともに防災意識が薄れつつある」と答えた方の割合が39.9％と他の年代に比べて

低くなっており、「東日本大震災発生時に防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防

災意識が薄れつつあったが、近年頻発する地震により、再び高まった」と答えた方の割合が

29.5％と他の年代に比べて高くなっています。 

○経年変化を見ると、平成 30 年度以降「東日本大震災発生時には防災意識を持ったが、時

間の経過とともに防災意識が薄れつつある」と答えた方の割合が増加傾向にあります。 
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35.1

55.9

27.9

28.9

51.8

27.3

24.8

49.9

1.9

1.0

2.3

1.3

0.1

0% 20% 40% 60%

地震の揺れが収まったら即座に避難する

市町からの避難指示等

家族からの連絡

地域の人の声掛け

テレビやラジオ等による情報

防災に関するホームページや防災アプリによる情報

家の停電やガス、水道の停止

自宅が倒壊する危険性を感じたとき

避難行動を取ることができない

避難の必要がない

避難しようと思わない

その他

無回答

全体 (n=2,512)

２―5 地震に対する避難行動のきっかけ（複数回答） 

 

【問５－１】大きな地震が発生した場合、あなたは何をきっかけに避難しますか。（いく

つでも○） 

１．地震の揺れが収まったら即座に避難する 

２．市町からの避難指示等 

３．家族からの連絡 

４．地域の人の声掛け 

５．テレビやラジオ等による情報 

６．防災に関するホームページや防災アプリによる情報 

７．自宅の停電やガス、水道の停止 

８．自宅が倒壊する危険性を感じたとき 

９．避難行動を取ることができない 

10．避難の必要がない 

11．避難しようと思わない 

12．その他 

 

《集計結果》 
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39.2

56.1

45.3

23.6

42.6

25.0

14.9

47.3

2.0

0.0

2.0

0.0

0.0

43.2

54.6

36.6

21.6

45.4

26.0

22.0

51.5

1.3

0.9

2.2

0.9

0.0

36.1

55.5

33.2

28.6

48.8

32.2

22.3

50.4

1.5

0.3

2.0

1.0

0.0

32.2

58.4

24.8

27.1

55.4

36.3

21.4

52.9

1.8

0.5

2.3

0.7

0.2

34.5

53.0

24.4

30.0

53.7

30.7

26.4

53.0

2.1

0.7

1.5

2.1

0.0

33.7

56.7

22.8

33.2

52.6

12.7

31.7

43.7

2.4

2.4

3.3

1.5

0.3

0% 20% 40% 60%

地震の揺れが収まったら即座に避難する

市町からの避難指示等

家族からの連絡

地域の人の声掛け

テレビやラジオ等による情報

防災に関するホームページや防災アプリによる情報

家の停電やガス、水道の停止

自宅が倒壊する危険性を感じたとき

避難行動を取ることができない

避難の必要がない

避難しようと思わない

その他

無回答

10～20歳代 (n=148) 30歳代 (n=227) 40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565) 60歳代 (n=583) 70歳以上 (n=584)

（１）年齢別 
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7.0

19.3

14.0

40.4

24.6

8.8

19.3

24.6

10.5

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

最寄りの避難場所や避難所を知らないから

避難場所や避難所までの避難経路が危険だから

体力や健康上の理由から避難することが困難だから

避難所での生活は、

自宅に比べて不便・不自由と感じるから

感染症や熱中症の発生など避難所の生活環境が心配

だから

介護が必要等、避難が困難な家族がいるから

家や家財を残して避難することに抵抗感があるから

ペットを残して避難することに抵抗感があるから

面倒だから

その他

全県 (n=57)

○地震に対する避難行動のきっかけとして、「市町からの避難指示等」と答えた方の割合が

55.9％と最も高く、次いで「テレビやラジオ等による情報」が51.8％、「自宅が倒壊する

危険性を感じたとき」が49.9％となっています。 

○年齢別に見ると、年齢が低いほど「家族からの連絡」と答えた方の割合が高く、年齢が高

いほど「「地域の人の声掛け」、「テレビやラジオ等による情報」と答えた方の割合が高い傾

向にあります。また、70歳以上において「防災に関するホームページや防災アプリによる

情報」と答えた方の割合が12.7％と他の年代に比べて低くなっています。 

 

２―６ 地震に対して避難しない理由（複数回答） 

【問５－２】問 5-1 で「11．避難しようと思わない」と回答された方にお尋ねします。

避難しない理由は何ですか。（いくつでも○） 

1. 最寄りの避難場所や避難所を知らないから 

2. 避難場所や避難所までの避難経路が危険だから 

3. 体力や健康上の理由から避難することが困難だから 

4. 避難所での生活は、自宅に比べて不便・不自由と感じるから 

5. 感染症や熱中症の発生など避難所の生活環境が心配だから 

6. 介護が必要等、避難が困難な家族がいるから 

7. 家や家財を残して避難することに抵抗感があるから 

8. ペットを残して避難することに抵抗感があるから 

9. 面倒だから 

10. その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地震に対して避難しない理由として、「避難所での生活が不便・不自由と感じる」と答え

た方の割合が40.4％と最も高くなっています。 
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21.5

35.6

14.6

14.3

35.2

9.4

0% 20% 40%

高潮による浸水の危険性があること

川のはん濫による浸水の危険性があること

内水はん濫による浸水の危険性があること

自分の家が土砂災害の危険性がある地域内またはその近く

にあること

自分の家が浸水や土砂災害の被害を受けることがない、安

全な場所にあること

地域の風水害の危険性についてあまり知らない、またはあ

まり考えたことがない

全県 (n=2,512)

23.7

33.5

14.9

12.1

37.8

9.0

1.1

22.9

42.8

16.7

11.1

29.3

10.1

1.4

25.5

38.0

17.2

21.9

32.1

4.7

1.1

0.4

22.8

8.0

20.7

46.0

14.3

0.8

25.4

36.8

12.3

26.3

26.3

7.0

0.9

0% 20% 40% 60%

高潮による浸水の危険性があること

川のはん濫による浸水の危険性があること

内水はん濫による浸水の危険性があること

自分の家が土砂災害の危険性がある地域内または

その近くにあること

自分の家が浸水や土砂災害の被害を受けることが

ない、安全な場所にあること

地域の風水害の危険性についてあまり知らない、

またはあまり考えたことがない

無回答

北勢地域 (n=1,078) 中南勢地域 (n=642) 伊勢志摩地域 (n=274)

伊賀地域 (n=237) 東紀州地域 (n=114)

３ 風水害対策について 

３―１ 自宅周辺の風水害の危険性の把握（複数回答） 

【問６】あなたのお住いの周辺における風水害（高潮や川のはん濫、土砂災害等）の危険

性について、どの程度把握されていますか。（いくつでも○） 

１．高潮による浸水の危険性があること 

２．川のはん濫による浸水の危険性があること 

３．内水はん濫による浸水の危険性があること 

４．自分の家が土砂災害の危険性がある地域内またはその近くにあること 

５．自分の家が浸水や土砂災害の被害を受けることがない、安全な場所にあること 

６．地域の風水害の危険性についてあまり知らない、またはあまり考えたことがない 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域別 
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（２）年齢別 

 

 

 

○「地域の風水害の危険性についてあまり知らない、またはあまり考えたことがない」と答

えた方の割合は 9.4％となっており、多くの方が自宅周辺の風水害の危険性について把握

していると答えています。 

○地域別に見ると、「地域の風水害の危険性についてあまり知らない、またはあまり考えたこ

とがない」と答えた方の割合が、伊勢志摩地域において 4.7％と他の地域に比べて低くな

っている一方で、伊賀地域においては14.3％と他の地域に比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると、年齢が低いほど「地域の風水害の危険性についてあまり知らない、また

はあまり考えたことがない」と答えた方の割合が高い傾向にあります。 

 

 

  

24.3

36.5

14.9

15.5

25.0

19.6

0.7

21.1

37.4

11.0

12.8

31.7

15.4

0.9

20.7

37.1

13.8

13.6

34.5

12.5

0.5

23.0

40.4

14.3

15.0

32.6

6.7

0.5

21.8

36.5

16.1

15.3

33.1

7.7

1.2

19.5

27.7

14.7

13.0

44.2

6.5

2.6

0% 20% 40% 60%

高潮による浸水の危険性があること

川のはん濫による浸水の危険性があること

内水はん濫による浸水の危険性があること

自分の家が土砂災害の危険性がある地域内または

その近くにあること

自分の家が浸水や土砂災害の被害を受けることが

ない、安全な場所にあること

地域の風水害の危険性についてあまり知らない、

またはあまり考えたことがない

無回答

10～20歳代 (n=148) 30歳代 (n=227) 40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565) 60歳代 (n=583) 70歳以上 (n=584)
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27.2 57.0 14.9 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

具体的な内容を知っている 名称は知っているが、具体的な内容は知らない 知らない 無回答

12.2

22.0

22.3

25.0

32.9

32.9

61.5

51.5

60.6

61.4

54.7

53.9

25.0

25.1

17.1

13.5

12.2

10.6

1.4

1.3

0.2

0.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

具体的な内容を知っている 名称は知っているが、具体的な内容は知らない 知らない 無回答

３―２ 避難情報（警戒レベル）の認知度 

 

【問７】市町が発令する避難情報について、５段階の警戒レベルを用いて伝達することと

なっていますが、この警戒レベルを知っていますか。（一つだけ○） 

１．具体的な内容を知っている 

２．名称は知っているが、具体的な内容は知らない 

３．知らない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

（１）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○避難情報（警戒レベル）の認知度について、27.2％の方が「具体的な内容を知っている」

と答えている一方で、71.9％の方が「名称は知っているが、具体的な内容は知らない」、「知

らない」と答えています。 

○年齢別に見ると、年齢が高いほど「具体的な内容を知っている」と答えた方の割合が高く、

年齢が低いほど「知らない」と答えた方の割合が高い傾向にあります。 
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52.7 41.3 5.4 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

特徴や危険性、必要な対応を知っている

名称は知っているが、特徴や危険性、必要な対応は知らない

知らない

無回答

25.7

44.5

48.8

56.5

58.8

55.8

50.0

43.2

43.0

40.4

38.9

40.2

23.0

10.1

8.2

3.0

1.9

2.7

1.4

2.2

0.2

0.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

特徴や危険性、必要な対応を知っている

名称は知っているが、特徴や危険性、必要な対応は知らない

知らない

無回答

３―３ 線状降水帯の認知度 

 

【問８】近年各地で発生し、被害をもたらしている「線状降水帯」について、その特徴や

危険性、必要な対応について知っていますか。（一つだけ○） 

１．特徴や危険性、必要な対応を知っている 

２．名称は知っているが、特徴や危険性、必要な対応は知らない 

３．知らない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○線状降水帯の認知度について、52.7％の方が、「特徴や危険性、必要な対応を知っている」

と答えている一方で、46.7％の方が「名称は知っているが、特徴や危険性、必要な対応は

知らない」、「知らない」と答えています。 

○年齢別に見ると、10～20歳代において「特徴や危険性、必要な対応を知っている」と答

えた方の割合が25.7％と他の年代に比べて低くなっています。 
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7.1 8.7 35.6 17.2 15.8 14.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

紀伊半島大水害以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている

紀伊半島大水害当時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつある

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する風

水害により、再び高まった

紀伊半島大水害当時は防災意識を持っていなかったが、近年頻発する風水害により、防災意識は高まった。

紀伊半島大水害当時にも、近年頻発する風水害発生時にも、特に防災意識は持たなかった

無回答

３―４ 紀伊半島大水害後の防災意識の移り変わり 

【問９】平成23年の紀伊半島大水害の発生から12年が経過しましたが、あなたの風水

害に対する防災意識に変化はありますか。（一つだけ○） 

１．紀伊半島大水害以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている 

２．紀伊半島大水害当時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている 

     （またはさらに高まった） 

３．紀伊半島大水害当時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄 

れつつある 

４．紀伊半島大水害当時には防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識 

が薄れつつあったが、近年頻発する風水害により、再び高まった 

５．紀伊半島大水害当時は防災意識を持っていなかったが、近年頻発する風水害によ 

り、防災意識は高まった 

６．紀伊半島大水害当時にも、近年頻発する風水害発生時にも、特に防災意識は持た 

なかった 

《集計結果》 
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6.2

7.3

8.4

6.8

16.7

7.6

9.3

9.5

8.0

14.0

35.6

38.5

34.3

29.5

24.6

15.5

18.5

17.2

20.7

31.6

16.6

13.4

15.7

21.9

8.8

17.1

10.9

13.1

12.2

3.5

1.4

2.0

1.8

0.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北勢地域 (n=1,078)

中南勢地域 (n=642)

伊勢志摩地域 (n=274)

伊賀地域 (n=237)

東紀州地域 (n=114)

紀伊半島大水害以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている

紀伊半島大水害当時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつある

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する風水

害により、再び高まった
紀伊半島大水害当時は防災意識を持っていなかったが、近年頻発する風水害により、防災意識は高まった。

紀伊半島大水害当時にも、近年頻発する風水害発生時にも、特に防災意識は持たなかった

無回答

4.7

4.0

4.3

8.7

7.2

9.2

6.8

9.7

6.6

8.8

10.6

7.9

23.6

31.3

40.7

41.2

34.6

32.2

7.4

8.4

12.5

16.3

22.6

21.9

18.9

20.7

17.9

13.1

13.6

16.6

35.1

25.6

17.6

10.8

10.1

9.4

3.4

0.4

0.3

1.1

1.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

紀伊半島大水害以前から、変わらず高い防災意識を持ち続けている

紀伊半島大水害当時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けている（またはさらに高まった）

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防災意識が薄れつつある

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ち、その後、時間の経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する風水

害により、再び高まった
紀伊半島大水害当時は防災意識を持っていなかったが、近年頻発する風水害により、防災意識は高まった。

紀伊半島大水害当時にも、近年頻発する風水害発生時にも、特に防災意識は持たなかった

無回答

（１）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢別 
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7.16.7

9.2

8.77.3
10.8

35.6

32.5

24.9

17.217.0

24.0

15.816.9
18.6

14.214.311.2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

R5R4R3

紀伊半島大水害以前から、変わらず高い防災

意識を持ち続けている

紀伊半島大水害当時に持った防災意識を今も

変わらず持ち続けている（またはさらに高

まった）

紀伊半島大水害当時には防災意識を持った

が、時間の経過とともに防災意識が薄れつつ

ある

紀伊半島大水害当時には防災意識を持ち、そ

の後、時間の経過とともに防災意識が薄れつ

つあったが、近年頻発する風水害により、再

び高まった

紀伊半島大水害当時は防災意識を持っていな

かったが、近年頻発する風水害により、防災

意識は高まった

紀伊半島大水害当時にも、近年頻発する風水

害発生時にも、特に防災意識は持たなかった

（３）経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○紀伊半島大水害発生後の防災意識について、「紀伊半島大水害当時には防災意識を持ったが、 

時間の経過とともに薄れつつある」と答えた方の割合が 35.6％と最も高くなっています。 

○地域別に見ると、東紀州地域において「紀伊半島大水害以前から、変わらず高い防災意識

を持ち続けている」、「紀伊半島大水害当時に持った防災意識を今も変わらず持ち続けてい

る（またはさらに高まった）」、「紀伊半島大水害当時には防災意識を持ち、その後、時間の

経過とともに防災意識が薄れつつあったが、近年頻発する風水害により、再び高まった」と

答えた方の割合が他の地域に比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると、年齢が低いほど「紀伊半島大水害当時にも、近年頻発する風水害発生時

にも、特に防災意識は持たなかった」と答えた方の割合が高い傾向にあります。 

○経年変化を見ると、「紀伊半島大水害当時には防災意識を持ったが、時間の経過とともに防

災意識が薄れつつある」と答えた方の割合が、令和３年度以降増加傾向にあります。 
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6.7

65.2

28.1

28.7

51.0

25.2

21.7

42.5

1.8

2.7

3.8

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

大雨が見込まれる段階で事前に避難しておく

市町からの避難指示等

家族からの連絡

地域の人の声掛け

テレビやラジオ等による情報

防災に関するホームページ(｢防災みえ.jp｣や｢キキクル

（危険度分布）｣等）や防災アプリによる情報

家の停電やガス、水道の停止

自宅が倒壊する危険性を感じたとき

避難行動を取ることができない

避難の必要がない

避難しようと思わない

その他

無回答

全県 (n=2,512)

３―5 風水害に対する避難行動のきっかけ（複数回答） 

 

【問10－１】被害の発生が予測されるような大雨が降っている場合、あなたは何をきっ

かけに避難しますか。（いくつでも○） 

１．大雨が見込まれる段階で事前に避難しておく 

２．市町からの避難指示等 

３．家族からの連絡 

４．地域の人の声掛け 

５．テレビやラジオ等による情報 

６．防災に関するホームページ(｢防災みえ.jp｣や｢キキクル(危険度分布)｣等） 

や防災アプリによる情報 

７．自宅の停電やガス、水道の停止 

８．自宅が倒壊する危険性を感じたとき 

９．避難行動を取ることができない 

10．避難の必要がない 

11．避難しようと思わない 

12．その他 

 

《集計結果》 
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4.1

62.8

50.7

26.4

41.9

16.2

14.2

42.6

2.7

2.7

4.7

0.7

0.0

8.8

66.5

37.9

24.7

48.5

19.8

19.8

44.1

1.8

1.3

4.8

1.3

0.4

10.5

63.7

32.7

26.1

48.6

29.4

21.0

45.0

1.0

2.0

3.3

0.3

0.3

5.8

68.0

24.6

27.4

52.0

31.5

19.3

45.3

1.2

2.3

3.2

0.4

0.7

5.5

63.6

24.5

29.5

52.3

30.4

22.6

40.8

2.1

2.6

3.4

0.2

0.2

5.8

64.9

22.4

32.5

53.3

14.9

26.0

39.6

2.1

4.5

4.5

0.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

大雨が見込まれる段階で事前に避難しておく

市町からの避難指示等

家族からの連絡

地域の人の声掛け

テレビやラジオ等による情報

防災に関するホームページ(｢防災みえ.jp｣や｢キキク

ル（危険度分布）｣等）や防災アプリによる情報

家の停電やガス、水道の停止

自宅が倒壊する危険性を感じたとき

避難行動を取ることができない

避難の必要がない

避難しようと思わない

その他

無回答

10～20歳代 (n=148) 30歳代 (n=227) 40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565) 60歳代 (n=583) 70歳以上 (n=584)

（１）年齢別 
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7.4

24.2

8.4

31.6

18.9

8.4

16.8

24.2

9.5

28.4

1.1

0% 20% 40%

最寄りの避難場所や避難所を知らないから

避難場所や避難所までの避難経路が危険だから

体力や健康上の理由から避難することが困難だから

避難所での生活は、自宅に比べて不便・不自由と感じるから

感染症や熱中症の発生など避難所の生活環境が心配だから

介護が必要等、避難が困難な家族がいるから

家や家財を残して避難することに抵抗感があるから

ペットを残して避難することに抵抗感があるから

面倒だから

その他

無回答

全県 (n=95)

○風水害に対する避難行動のきっかけとして、「市町からの避難指示等」と答えた方の割合が

65.2％と最も高く、次いで「テレビやラジオ等による情報」が51.0％、「自宅が倒壊する

危険性を感じたとき」が42.5％となっています。 

○年齢別に見ると、年齢が低いほど「家族からの連絡」と答えた方の割合が高い傾向にあり

ます。また、10～20 歳代において「テレビやラジオ等による情報」と答えた方の割合が

41.9％と他の年代に比べて低くなっています。さらに、10～20 歳代、30 歳代、70 歳

以上において「防災に関するホームページや防災アプリ」と答えた方の割合が他の年代に

比べて低くなっています。 

 

３―６ 風水害に対して避難しない理由（複数回答） 

【問10－２】問10-1で「11．避難しようと思わない」と回答された方にお尋ねしま 

す。 避難しない理由は何ですか。（いくつでも○） 

1.  最寄りの避難場所や避難所を知らないから 

2.  避難場所や避難所までの避難経路が危険だから 

3.  体力や健康上の理由から避難することが困難だから 

4.  避難所での生活は、自宅に比べて不便・不自由と感じるから 

5.  感染症や熱中症の発生など避難所の生活環境が心配だから 

6.  介護が必要等、避難が困難な家族がいるから 

7.  家や家財を残して避難することに抵抗感があるから 

8.  ペットを残して避難することに抵抗感があるから 

9.  面倒だから 

10. その他 

 《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○風水害に対して避難しない理由として、「避難所での生活が不便・不自由と感じる」と答え

た方の割合が31.6％と最も高くなっています。  



24 

 

４ 災害時の情報収集について 

４―１ 災害時の情報の入手先（現在）（複数回答） 

４―２ 災害時の情報の入手先（今後）（複数回答） 

 

気象や災害についての情報の入手先についてお尋ねします。 

【問 11】現在どこから入手することが多いかお答えください。（いくつでも○） 

【問 12】今後どこから入手したいかお答えください。（いくつでも○） 

１．テレビ 

２．ラジオ 

３．新聞 

４．市町の防災行政無線 

５．県や市町の広報誌、冊子 

６．県の防災ホームページ「防災みえ.jp」 

７．県の土砂災害情報に関するホームページ｢三重県土砂災害情報提供システム｣ 

８．キキクル（危険度分布） 

９．防災に関するホームページ（6～8以外） 

10．防災みえメール配信サービス 

11．携帯メール（「防災みえメール配信サービス」以外） 

12．県公式SNS（「防災みえX(旧 Twitter)/LINE」） 

13．SNS（X(旧 Twitter)/LINE/Facebook 等）（県公式SNS以外） 

14．防災アプリ 

15．街頭の掲示板 

16．家族から 

17．友人、知人から 

18．町内会・自治会を通じて 

19．消防署・消防団を通じて 

20．その他 

21．どこからも入手していない／特に入手したいと思わない 
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88.9

22.3

20.4

33.0

11.2

12.6

6.4

5.7

7.0

13.1

35.9

2.5

12.3

21.4

0.8

26.6

15.5

17.4

7.4

1.8

0.4

61.6

21.3

13.7

29.3

9.3

17.8

10.5

14.7

8.4

20.6

30.6

9.0

13.2

25.7

1.7

16.6

11.0

20.5

13.0

1.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ

ラジオ

新聞

市町の防災行政無線

県や市町の広報誌、冊子

県の防災ホームページ「防災みえ.jp」

県の土砂災害情報に関するホームページ「三重県土砂災害情

報提供システム」

キキクル（危険度分布）

防災に関するホームページ（6～8以外）

防災みえメール配信サービス

携帯メール（「防災みえメール配信サービス」以外）

県公式SNS（「防災みえX(旧Twitter)/LINE」）

SNS（X(旧Twitter)/LINE/Facebook等）（県公式SNS以外）

防災アプリ

街頭の掲示板

家族から

友人、知人から

町内会・自治会を通じて

消防署・消防団を通じて

その他

どこからも入手していない/特に入手したいと思わない

現在入手している方法 (n=2,512) 今後入手したい方法 (n=2,512)

≪集計結果≫ 
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83.1

8.1

8.8

23.6

4.1

6.1

4.1

4.1

7.4

6.8

85.0

15.9

7.5

22.9

11.5

14.5

7.5

4.4

7.0

4.8

85.9

16.6

11.8

25.6

10.7

15.1

6.1

6.1

9.2

13.6

88.0

21.2

17.2

34.5

11.9

17.2

7.6

6.4

8.8

15.6

94.0

25.7

24.2

35.3

10.1

13.4

7.0

7.2

7.2

17.7

89.4

29.1

33.2

40.1

13.4

6.3

3.9

3.9

3.1

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ

ラジオ

新聞

市町の防災行政無線

県や市町の広報誌、冊子

県の防災ホームページ「防災み

え.jp」

県の土砂災害情報に関するホームペー

ジ「三重県土砂災害情報 提供システ

ム

キキクル（危険度分布）

防災に関するホームページ（6～8以

外）

防災みえメール配信サービス

19.6

3.4

42.6

16.2

0.0

45.3

23.6

6.1

3.4

2.0

0.7

15.9

3.5

32.2

17.2

0.4

31.3

20.3

8.4

6.2

4.0

0.0

30.7

4.3

16.1

25.8

1.0

30.2

17.9

10.2

6.1

2.6

1.3

40.0

2.5

10.3

25.3

0.9

22.7

13.6

14.9

7.1

1.1

0.2

46.1

1.5

6.5

27.3

0.3

23.0

12.7

19.0

7.5

1.4

0.0

36.5

1.7

2.1

12.0

0.9

24.7

14.6

28.9

9.9

1.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯メール（「防災みえメール配信

サービス」以外）

県公式SNS（「防災みえX(旧

Twitter)/LINE」）

SNS（X(旧Twitter)/LINE/Facebook

等）（県公式SNS以外）

防災アプリ

街頭の掲示板

家族から

友人、知人から

町内会・自治会を通じて

消防署・消防団を通じて

その他

どこからも入手していない

（１）年齢別【現在】 
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67.6

13.5

6.8

25.7

4.7

13.5

8.8

9.5

10.1

12.2

67.0

17.6

5.7

27.8

11.0

21.1

15.4

15.4

11.9

14.5

64.2

18.2

7.4

24.8

11.3

23.8

12.0

17.4

12.8

19.7

57.7

20.2

11.0

30.8

8.1

23.7

11.0

16.5

8.3

24.8

63.0

22.6

16.5

28.8

7.4

16.3

10.6

17.3

7.7

25.9

58.9

26.0

22.3

32.7

11.5

9.4

6.8

9.4

4.3

16.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ

ラジオ

新聞

市町の防災行政無線

県や市町の広報誌、冊子

県の防災ホームページ「防災み

え.jp」

県の土砂災害情報に関するホーム

ページ「三重県土砂災害情報 提供

システム」

キキクル（危険度分布）

防災に関するホームページ（6～8以

外）

防災みえメール配信サービス

15.5

11.5

43.2

28.4

1.4

31.1

16.9

8.8

6.1

0.0

4.1

14.5

13.2

29.5

29.5

2.6

17.6

11.5

10.6

7.0

1.8

0.4

26.1

13.8

19.7

30.4

1.8

21.2

13.0

15.6

12.8

1.8

1.8

34.2

10.1

11.3

26.9

0.9

12.9

9.6

17.0

12.9

1.8

0.5

38.4

7.7

7.0

29.3

1.4

13.9

8.9

22.1

13.4

1.4

0.2

31.7

3.6

2.9

15.6

2.1

15.6

11.3

32.2

16.8

1.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯メール（「防災みえメール配信

サービス」以外）

県公式SNS（「防災みえX(旧

Twitter)/LINE」）

SNS（X(旧Twitter)/LINE/Facebook

等）（県公式SNS以外）

防災アプリ

街頭の掲示板

家族から

友人、知人から

町内会・自治会を通じて

消防署・消防団を通じて

その他

特に入手したいと思わない

（２）年齢別【今後】 
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【現在】 

○現在利用している災害時の情報の入手先について、「テレビ」と答えた方の割合が88.9％

と最も高く、次いで、「携帯メール（「防災みえメール配信サービス」以外）」が35.9％、

「市町の防災行政無線」が33.0％、「家族から」が26.6％、「ラジオ」が22.3％となっ

ています。 

○年齢別に見ると、年齢が高くなるほど「ラジオ」、「新聞」、「市町の防災行政無線」、「携帯

メール（防災みえメール配信サービス以外）」、「町内会・自治会を通じて」と答えた方の

割合が高い傾向にあります。一方で、年齢が低くなるほど「SNS（県公式SNS以外）」、

「家族から」、「友人、知人から」と答えた方の割合が高い傾向にあります。 

 

【今後】 

○今後利用したい災害時の情報の入手先について、「テレビ」と答えた方の割合が61.6％と

最も高く、次いで、「携帯メール（「防災みえメール配信サービス」以外）」が30.6％、

「市町の防災行政無線」が29.3％、「防災アプリ」が25.7％、「ラジオ」が21.3％とな

っています。 

○年齢別に見ると、年齢が高くなるほど「ラジオ」、「新聞」、「防災みえメール配信サービ

ス」、「携帯メール（防災みえメール配信サービス以外）」、「町内会・自治会を通じて」、

「消防署・消防団を通じて」と答えた方の割合が高い傾向にあります。一方で、年齢が低

くなるほど「SNS（県公式SNS以外）」、「家族から」と答えた方の割合が高い傾向にあ

ります。 

 

【現在と今後の比較】 

○現在利用している入手先と今後利用したい入手先を比較すると、現在よりも今後の方が

「テレビ」、「新聞」、「家族から」と答えた方の割合が低くなっており、「県の防災ホーム

ページ「防災みえ.jp」」、「キキクル（危険度分布）」、「防災みえメール配信サービス」、「県

公式SNS」、「消防署・消防団を通じて」と答えた方の割合が高くなっています。 
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85.4

60.2

39.2

74.8

63.9

47.0

33.7

49.0

62.2

30.8

20.1

22.1

29.4

32.5

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気象情報(天気・警報/注意報・雨量・線状降水帯に関する情報等）

河川情報（水位等）

土砂災害に関する情報（土砂災害警戒区域、土砂災害警戒情報等）

地震に関する情報（緊急地震速報、南海トラフ地震臨時情報等）

避難情報（警戒レベル）

避難所情報

医療・救援情報

交通・道路情報

ライフライン（電気・ガス・水道・電話通信）情報

県、市町からのお知らせ

被害情報（詳細）：文字による被害詳細情報

被害情報（概要）：地図情報

ライブカメラ等の映像情報

災害、天気に関するニュース

その他

特に知りたい情報はない

全県 (n=2,512)

４―３ 災害時に知りたい情報（複数回答） 

 

【問 13】災害発生時やそのおそれがあるときにどのような情報を知りたいですか。 

（いくつでも○） 

１．気象情報(天気・警報/注意報・雨量・線状降水帯に関する情報等） 

２．河川情報（水位等） 

３．土砂災害に関する情報（土砂災害警戒区域、土砂災害警戒情報等） 

４．地震に関する情報（緊急地震速報、南海トラフ地震臨時情報等） 

５．避難情報（警戒レベル） 

６．避難所情報 

７．医療・救援情報 

８．交通・道路情報 

９．ライフライン（電気・ガス・水道・電話通信）情報 

10．県、市町からのお知らせ 

11．被害情報（詳細）：文字による被害詳細情報 

12．被害情報（概要）：地図情報 

13．ライブカメラ等の映像情報 

14．災害、天気に関するニュース 

15．その他 

16．特に知りたい情報はない 

 

≪集計結果≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○災害時に知りたい情報について、「気象情報」と答えた方の割合が85.4％と最も高く、次

いで、「地震に関する情報」が74.8％、「避難情報（警戒レベル）」が63.9％、「ライフ

ライン情報」が62.2％、「河川情報」が60.2％となっています。 
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66.4

47.7

33.6

63.6

57.2

43.4

32.7

43.9

50.2

27.7

0.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気象情報(天気・警報/注意報・雨量・線状降水帯に関する情報等）

河川情報（水位等）

土砂災害に関する情報（土砂災害警戒区域、土砂災害警戒情報等）

地震に関する情報（緊急地震速報、南海トラフ地震臨時情報等）

避難情報（警戒レベル）

避難所情報

医療・救援情報

交通・道路情報

ライフライン（電気・ガス・水道・電話通信）情報

県、市町からのお知らせ

その他

プッシュ型の情報提供で受け取りたい情報はない

全県 (n=2,512)

４―４ プッシュ型で受け取りたい情報（複数回答） 

 

【問 1４】スマートフォン等で通知が受け取れるプッシュ型の情報提供を受ける場合、 

     どのような情報を受け取りたいですか。（いくつでも○） 

１．気象情報(天気・警報/注意報・雨量・線状降水帯に関する情報等） 

２．河川情報（水位等） 

３．土砂災害に関する情報（土砂災害警戒区域、土砂災害警戒情報等） 

４．地震に関する情報（緊急地震速報、南海トラフ地震臨時情報等） 

５．避難情報（警戒レベル） 

６．避難所情報 

７．医療・救援情報 

８．交通・道路情報 

９．ライフライン（電気・ガス・水道・電話通信）情報 

10．県、市町からのお知らせ 

11．その他 

12．プッシュ型の情報提供で受け取りたい情報はない 

 

≪集計結果≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇プッシュ型で受け取りたい情報について、「気象情報」と答えた方の割合が66.4％と最も

高く、次いで、「地震に関する情報」が63.6％、「避難情報（警戒レベル）」が57.2％、

「ライフライン情報」が50.2％、「河川情報」が47.7％となっています。  
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15.8 30.7 48.1 2.0 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=2,512)

知っており、災害発生時やそのおそれがある時に見たことがある

知っているが、災害時に見たことがない

知らない

インターネット等の環境がない（スマートフォン等を持っていない）

無回答

6.8

11.5

14.6

18.2

18.0

15.9

20.9

22.5

27.6

29.6

38.8

31.7

70.9

62.6

56.0

50.4

40.3

37.0

0.0

0.4

0.3

0.2

1.2

6.8

1.4

3.1

1.5

1.6

1.7

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

知っており、災害発生時やそのおそれがある時に見たことがある

知っているが、災害時に見たことがない

知らない

インターネット等の環境がない（スマートフォン等を持っていない）

無回答

４―５ 「防災みえ.jp」の認知度 

 

【問 15-1】県では、気象情報や台風・地震に関する情報、災害時の避難情報等をホーム

ページ「防災みえ.jp」で提供しています。「防災みえ.jp」を知っていますか。 

（一つだけ○） 

１．知っており、災害発生時やそのおそれがある時に見たことがある 

２．知っているが、災害時に見たことがない 

３．知らない 

４．インターネット等の環境がない（スマートフォン等を持っていない） 

 

≪集計結果≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○県ホームページ「防災みえ.jp」について、「知らない」と答えた方の割合が48.1％と最も

高く、「知っているが、災害時に見たことがない」が30.7％、「知っており、災害発生時や

そのおそれがある時に見たことがある」が15.8％となっています。 

○年齢別に見ると、年齢が低くなるほど「知らない」と答えた方の割合が高くなっています。  
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83.7 12.2 7.4 4.1 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=772)

他の手段（ＴＶ、ラジオ、インターネット等）で必要な情報が入手できるから

必要な情報が探しにくいから

普段から災害情報を意識していないから

その他

災害時に知りたい情報が掲載されていないから

４―６ 「防災みえ.jp」を活用しない理由（複数回答） 

 

【問 15-2】問 15-1で、「2.知っているが、災害時に見たことがない」と回答された方

にお尋ねします。 

災害時に「防災みえ.jp」ホームページを活用しない理由をお聞かせください。 

（いくつでも○） 

１．他の手段(ＴＶ、ラジオ、インターネット等)で必要な情報が入手できるから 

２．災害時に知りたい情報が掲載されていないから 

３．必要な情報が探しにくいから 

４．普段から災害情報を意識していないから 

５．その他 

 

≪集計結果≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○災害時に「防災みえ.jp」を活用しない理由について、「他の手段(ＴＶ、ラジオ、インター

ネット等)で必要な情報が入手できるから」が83.7％と最も高くなっています。 
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11.0

15.6

0.8

0.7

2.1

0.0

4.5

2.1

0.2

64.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

メール配信の登録をしている

メール配信について知っているが、登録はしていない

以前にメール配信の登録をしていたが、やめた

X(旧Twitter)のフォロワーになっている

X(旧Twitter)での発信について知っているが、フォロワーに

なっていない

以前にX(旧Twitter)のフォロワーになっていたが、やめた

LINEの友だち登録をしている

LINEでの発信について知っているが、友だち登録をしていな

い

以前にLINEの友だち登録をしていたが、やめた

どれについても知らない

無回答

全体 (n=2,377)

４―７ 県の防災情報発信の認知度（複数回答） 

 

【問 16】県では、「防災みえ」のメール配信サービス、X（旧Twitter）、LINEを活用し、

防災情報の発信を行っていますが、このことを知っていますか。（いくつでも○） 

１．メール配信の登録をしている 

２．メール配信について知っているが、登録はしていない 

３．以前にメール配信の登録をしていたが、やめた 

４．X(旧 Twitter)のフォロワーになっている 

５．X(旧 Twitter)での発信について知っているが、フォロワーになっていない 

６．以前にX(旧 Twitter)のフォロワーになっていたが、やめた 

７．LINE の友だち登録をしている 

８．LINE での発信について知っているが、友だち登録をしていない 

９．以前に LINE の友だち登録をしていたが、やめた 

10．どれについても知らない 

 

《集計結果》 
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2.7

7.5

0.0

0.7

1.4

0.0

2.7

0.7

0.0

85.6

0.0

4.1

7.8

1.4

0.9

3.7

0.0

1.8

0.5

0.0

82.2

0.0

10.2

10.9

0.3

0.5

1.3

0.0

6.8

1.6

0.0

70.8

1.0

13.2

13.3

1.1

0.9

2.5

0.0

5.2

2.0

0.0

65.6

2.5

14.1

21.4

0.9

0.5

2.5

0.0

4.2

2.5

0.2

56.4

3.0

11.1

20.6

1.0

0.8

1.4

0.0

3.8

3.4

0.6

53.4

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

メール配信の登録をしている

メール配信について知っているが、登録はしていない

以前にメール配信の登録をしていたが、やめた

X(旧Twitter)のフォロワーになっている

X(旧Twitter)での発信について知っているが、フォロ

ワーになっていない

以前にX(旧Twitter)のフォロワーになっていたが、やめ

た

LINEの友だち登録をしている

LINEでの発信について知っているが、友だち登録をし

ていない

以前にLINEの友だち登録をしていたが、やめた

どれについても知らない

無回答

10～20歳代 (n=146) 30歳代 (n=219) 40歳代 (n=384)

50歳代 (n=555) 60歳代 (n=566) 70歳以上 (n=494)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「防災みえ」のメール配信サービス、X（旧 Twitter）、LINE について、「どれについても

知らない」と答えた方の割合が 64.4％となっている一方で、「メール配信の登録をしてい

る」は11.0％、「Xのフォロワーになっている」は0.7％、「LINE の友だち登録をしてい

る」は4.5％となっています。 

○年齢別に見ると、年齢が低くなるほど「どれについても知らない」と答えた方の割合が高

くなっています。  
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49.2 12.1 4.3 21.5 11.2 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

避難場所も避難所も知っている

避難場所だけ知っている

避難所だけ知っている

避難先は知っているが、避難場所と避難所の区分はわからない

知らない

無回答

49.3

45.4

61.6

11.7

12.1

14.4

4.8

3.3

3.4

20.7

25.6

14.4

11.7

11.8

4.8

1.8

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

避難場所も避難所も知っている

避難場所だけ知っている

避難所だけ知っている

避難先は知っているが、避難場所と避難所の区分はわからない

知らない

無回答

５ 避難場所・避難所について 

５－１ 避難場所や避難所の認知度 

【問 17-1】自宅付近の避難場所や避難所がどこにあるか知っていますか。（一つだけ○） 

１．避難場所も避難所も知っている 

２．避難場所だけ知っている 

３．避難所だけ知っている 

４．避難先は知っているが、避難場所と避難所の区分はわからない 

５．知らない 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）地域別 
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33.1

35.2

42.2

48.5

56.3

56.8

18.9

10.1

10.7

12.7

10.8

12.5

3.4

4.8

7.2

3.7

3.8

3.6

24.3

26.4

23.5

23.4

18.9

18.3

20.3

22.0

15.6

10.8

7.9

5.7

0.0

1.3

0.8

0.9

2.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

避難場所も避難所も知っている

避難場所だけ知っている

避難所だけ知っている

避難先は知っているが、避難場所と避難所の区分はわからない

知らない

無回答

（２）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自宅付近の避難場所や避難所について、「避難場所も避難所も知っている」と答えた方が

49.2％と最も高くなっている一方で、11.2％の方が「知らない」と答えています。 

○地域別に見ると、鳥羽市以南の津波危険地域において、「避難場所も避難所も知ってい

る」と答えた方が61.6％と他の地域と比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると、年齢が高くなるほど「避難場所も避難所も知っている」と答えた方の割

合が高くなるとともに、「知らない」と答えた方の割合が低くなっています。 
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58.7

40.8

5.6

3.4

14.9

5.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

市町窓口や市町から配布された避難所マップ等

地域の活動や自治会の方から教えてもらった

自治体のホームページ等

防災アプリ

街中の避難所の看板

その他

無回答

全県 (n=2,188)

５－２ 避難場所や避難所を知った経緯（複数回答） 

 

【問 17-2】問 17-1で、「1.避難場所も避難所も知っている」、「2.避難場所だけ知って

いる」、「3.避難所だけ知っている」、「4.避難先は知っているが、避難場所と

避難所の区分はわからない」と回答された方にお尋ねします。 

自宅付近の避難場所や避難所について、何によって知りましたか。 

（いくつでも○） 

１．市町窓口や市町から配布された避難所マップ等 

２．地域の活動や自治会の方から教えてもらった 

３．自治体のホームページ等 

４．防災アプリ 

５．街中の避難所の看板 

６．その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○避難場所や避難所を知った経緯について、「市町窓口や市町から配布された避難所マップ

等」と答えた方が58.7％と最も高くなっており、次いで「地域の活動や自治会の方から

教えてもらった」が40.8％となっています。 
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40.8 46.3 11.0 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,188)

避難場所や避難所までの経路上にある危険箇所の有無や、通れないときの迂回路の有無等を知っている

避難場所や避難所までの経路は知っているが、危険箇所や迂回路は知らない

どの経路で避難すればよいか分からない

無回答

42.1

33.3

53.3

45.1

52.1

39.4

11.0

12.4

5.8

1.9

2.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,506)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=499)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=137)

避難場所や避難所までの経路上にある危険箇所の有無や、通れないときの迂回路の有無等を知っている

避難場所や避難所までの経路は知っているが、危険箇所や迂回路は知らない

どの経路で避難すればよいか分からない

無回答

５－３ 避難経路の認知度 

 

【問 17-3】自宅付近の避難場所や避難所までの避難経路について、どのくらい知ってい

ますか。（一つだけ○） 

１．避難場所や避難所までの経路上にある危険箇所の有無や、通れないときの

迂回路の有無等を知っている 

２．避難場所や避難所までの経路は知っているが、危険箇所や迂回路は知らな

い 

３．どの経路で避難すればよいか分からない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○避難場所や避難所までの経路について、知っている（「避難場所や避難所までの経路上にあ

る危険箇所の有無や、通れないときの迂回路の有無等を知っている」、「避難場所や避難所

までの経路は知っているが、危険箇所や迂回路は知らない」）と答えた方の割合が 87.1％

となっています。 

○地域別に見ると、鳥羽市以南の津波危険地域では、知っていると答えた方の割合が92.7％

と他の地域に比べて高くなっており、特に「避難場所や避難所までの経路上にある危険箇

所の有無や、通れないときの迂回路の有無等を知っている」と答えた方の割合が53.3％と

高くなっています。  
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38.5 9.5 31.3 17.0 2.0 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

避難できると思う

避難経路の電灯などの整備が不足しており、避難できないと思う

夜間での避難に慣れておらず、避難できる自信がない

夜間避難を考えたことがない

その他

無回答

41.0

30.0

41.8

8.6

10.9

13.7

29.2

39.5

24.7

17.6

15.8

13.7

1.7

2.6

3.4

2.0

1.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・鳥羽市以南 (n=146)

避難できると思う

避難経路の電灯などの整備が不足しており、避難できないと思う

夜間での避難に慣れておらず、避難できる自信がない

夜間避難を考えたことがない

その他

無回答

５－４ 夜間など避難が困難な状況での避難 

 

【問 18】夜間など避難が困難な状況で災害が発生した場合においても、円滑に避難でき

ると思いますか。 （一つだけ○） 

１．避難できると思う 

２．避難経路の電灯などの整備が不足しており、避難できないと思う 

３．夜間での避難に慣れておらず、避難できる自信がない 

４．夜間避難を考えたことがない 

５．その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○夜間など避難が困難な状況での避難について、「避難できると思う」と答えた方の割合が

38.5％と高くなっている一方で、31.3％の方が「夜間での避難に慣れておらず、避難で

きる自信がない」、17.0％の方が「夜間避難を考えたことがない」と答えています。 

○地域別に見ると、伊勢市以北の津波危険地域において「避難できると思う」と答えた方の

割合が30.0％と他の地域に比べて低くなっており、「夜間での避難に慣れておらず、避難

できる自信がない」と答えた方の割合が39.5％と他の地域に比べて高くなっています。  
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６ 日頃の防災対策について 

６－１ 家庭での防災対策の状況（複数回答） 

 

【問 19】あなたの家では災害に備えて、どのような防災対策を行っていますか。 

（いくつでも○） 

１．3 日分以上の飲料水を備蓄している（ひとり一日あたり 3Ｌを目安としてく

ださい。） 

２．3日分以上の食料を常に確保している 

３．懐中電灯や携帯ラジオ等を入れた非常持ち出し袋を準備している 

４．懐中電灯や携帯ラジオ等について、電池交換等、こまめに点検している 

５．携帯電話やスマートフォン、タブレット端末の予備電源（モバイルバッテリ

ー）を確保している 

６．自家用車の燃料が半分程度になった時点で、給油をしている 

７．携帯トイレを準備している 

８．マスクや消毒液等、感染症対策に必要な物品を確保している 

９．寝室にスリッパを置いている 

10．いつも笛を身につけている 

11．消火器を用意している 

12．断水に備えてお風呂にいつも水を入れている 

13．ガラスが割れて飛び散らないよう対策をしている 

14．転倒の危険性のある家具等を固定している 

15．本棚や食器棚等から物が飛び出ないようにしている 

16．寝室に転倒の危険性のある家具等を置かないようにしている 

17．地震・高潮・洪水等の自然災害に対応した保険に加入している 

18．感震ブレーカーを設置している 

19．災害が起きたときに避難する場所を決めている 

20．災害用伝言ダイヤル（１７１）や携帯電話各社の災害用伝言板サービスの活 

用等、家族間の連絡方法を決めている 

21．家族がはなればなれになったときの待ち合わせ場所を決めている 

22．ペットの防災用品（餌や水､ケージ等）の準備や、避難先の検討等を行って 

いる 

    23．その他 

    24．特に対策はとっていない 
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7.6

4.9

25.5

10.1

28.7

27.3

4.2

22.2

4.9

13.3

3.6

1.1

9.7

1.2

0% 20% 40% 60%

断水に備えてお風呂にいつも水を

入れている

ガラスが割れて飛び散らないよう

対策をしている

転倒の危険性のある家具等を固定

している

本棚や食器棚等から物が飛び出な

いようにしている

寝室に転倒の危険性のある家具等

を置かないようにしている

地震・高潮・洪水等の自然災害に

対応した保険に加入している

感震ブレーカーを設置している

災害が起きたときに避難する場所

を決めている

災害用伝言ダイヤル（１７１）や

携帯電話各社の災害用伝言板サー

ビスの活用等、家族間の連絡方…

家族がはなればなれになったとき

の待ち合わせ場所を決めている

ペットの防災用品（餌や水､ケージ

等）の準備や、避難先の検討等を

行っている

その他

特に対策はとっていない

無回答

全県 (n=2,512)

39.5

29.9

41.1

22.2

33.6

32.2

22.5

41.8

20.1

2.3

21.9

0% 20% 40% 60%

3日分以上の飲料水を備蓄して

いる

3日分以上の食料を常に確保し

ている

懐中電灯や携帯ラジオ等を入れ

た非常持ち出し袋を準備してい

る

懐中電灯や携帯ラジオ等につい

て、電池交換等、こまめに点検

している

携帯電話やスマートフォン、タ

ブレット端末の予備電源（モバ

イルバッテリー）を確保してい

る

自家用車の燃料が半分程度に

なった時点で、給油をしている

携帯トイレを準備している

マスクや消毒液等、感染症対策

に必要な物品を確保している

寝室にスリッパを置いている

いつも笛を身につけている

消火器を用意している

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○家庭での防災対策について、「感染症対策に必要な物品を確保している」と答えた方の割

合が41.8％と最も高く、次いで、「懐中電灯や携帯ラジオ等を入れた非常持ち出し袋を準

備している」が41.1％、「３日分以上の飲料水を備蓄している」が39.5％、「携帯電話

やスマートフォン等の予備電源を確保している」が33.6％、「自家用車の燃料が半分程度

になった時点で給油をしている」が32.2％となっています。 
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5.4 62.9 28.7 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

日頃からよく話し合っている 日頃から話し合ってはいないが、話し合ったことがある

話し合ったことがない 無回答

3.9

6.1

8.0

4.6

13.2

62.2

63.2

60.2

66.2

64.9

31.4

28.2

26.3

25.7

18.4

2.5

2.5

5.5

3.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北勢地域 (n=1,078)

中南勢地域 (n=642)

伊勢志摩地域 (n=274)

伊賀地域 (n=237)

東紀州地域 (n=114)

日頃からよく話し合っている 日頃から話し合ってはいないが、話し合ったことがある

話し合ったことがない 無回答

６－２ 防災対策についての身近な人との話し合いの状況 

 

【問 20】あなたは日頃の防災対策について家族や親戚、知人などの身近な人と話し合っ

ていますか。（一つだけ○） 

１．日頃からよく話し合っている 

２．日頃から話し合ってはいないが、話し合ったことがある 

３．話し合ったことがない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日頃の防災対策について、68.3％の方が身近な人と話し合ったことがある（「日頃からよ

く話し合っている」、「日頃から話し合ってはいないが、話し合ったことがある」）と答え

ていますが、そのうち「日頃からよく話し合っている」と答えた方は5.4％にとどまって

います。 

○地域別に見ると、東紀州地域において、「日頃からよく話し合っている」と答えた方の割

合が13.2％と他の地域に比べて高くなっています。  
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8.1 53.0 31.7 6.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=2,512)

積極的に参加したいと思っている 機会があれば参加したいと思っている あまり参加したいとは思わない

参加したくない 無回答

2.7

2.2

4.3

5.8

9.9

14.6

47.3

48.0

52.7

52.2

54.9

55.5

35.8

38.3

35.3

36.1

30.5

22.6

13.5

10.1

7.4

5.3

4.1

4.5

0.7

1.3

0.3

0.5

0.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

積極的に参加したいと思っている 機会があれば参加したいと思っている あまり参加したいとは思わない

参加したくない 無回答

７ 地域・職場での防災活動について 

７－１ 地域の防災活動への参加意識 

 

【問 21】地域で実施される防災活動に参加しようと思いますか（一つだけ○） 

１．積極的に参加したいと思っている 

２．機会があれば参加したいと思っている 

３．あまり参加したいとは思わない 

４．参加したくない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の防災活動への参加意識について、「積極的に参加したいと思っている」、「機会があれ

ば参加したいと思っている」と答えた方の割合が 61.1％となっている一方で、36.8％の

方が「あまり参加したいとは思わない」、「参加したくない」と答えています。 

○年齢別に見ると、年齢が低くなるほど「積極的に参加したいと思っている」、「機会があれ

ば参加したいと思っている」と答えた方の割合が低い傾向にあります。 
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23.0 15.6 4.2 56.2 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=2,512)

地域の防災活動に参加した 職場の防災活動に参加した

地域と職場、両方の防災活動に参加した 参加していない

無回答

8.1

8.8

14.1

16.1

28.8

39.4

20.3

20.7

22.8

25.0

12.2

2.1

4.1

4.4

3.8

5.8

5.0

1.7

67.6

65.6

58.6

52.4

53.3

54.5

0.0

0.4

0.8

0.7

0.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

地域の防災活動に参加した 職場の防災活動に参加した

地域と職場、両方の防災活動に参加した 参加していない

無回答

７－２ 地域や職場における防災活動への参加状況 

 

【問 22-1】過去１年間に、お住まいの地域や職場での防災活動に参加したことがありま

すか。（一つだけ○） 

１．地域の防災活動に参加した 

２．職場の防災活動に参加した 

３．地域と職場、両方の防災活動に参加した 

４．参加していない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域や職場における防災活動について、「地域の防災活動に参加した」、「職場の防災活動に

参加した」、「地域と職場、両方の防災活動に参加した」と答えた方の割合がそれぞれ23.0％、

15.6％、4.2％となっている一方で、「参加していない」と答えた方の割合が56.2％と最

も高くなっています。 

○年齢別に見ると、年齢が高くなるほど「地域の防災活動に参加した」と答えた方の割合が

高くなっている一方で、10～20歳代、30歳代は他の年齢に比べて「参加していない」

と答えた方の割合が高くなっています。  
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21.5

17.5

5.8

63.9

11.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

防災活動に興味があったから

自宅・地域の危険性や避難場所を知りたかったから

家族や友人から誘われたから

地域における声掛けがあったから

その他

無回答

全体 (n=684)

７－３ 地域の防災活動に参加したきっかけ（複数回答） 

 

【問 22-2】問 22-1で、「1.地域の防災活動に参加した」、「3.地域と職場、両方の防災 

活動に参加した」と回答された方にお尋ねします。 

地域の防災活動に参加したきっかけはなんですか。（いくつでも○） 

１．防災活動に興味があったから 

２．自宅・地域の危険性や避難場所を知りたかったから 

３．家族や友人から誘われたから 

４．地域における声掛けがあったから 

５．その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の防災活動に参加したきっかけについて、「地域における声掛けがあったから」が

63.9％と最も高く、「防災活動に興味があったから」が21.5％、「自宅・地域の危険性や

避難場所を知りたかったから」が17.5％となっています。  
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７－４ 参加した防災活動の内容（複数回答） 

 

【問 22-３】問22-1で、「1.地域の防災活動に参加した」、「2.職場の防災活動に参加し 

た」、「3.地域と職場、両方の防災活動に参加した」と回答された方にお尋ね 

します。 

参加した防災活動は、どのようなものでしたか。（いくつでも○） 

１．避難訓練 

２．図上訓練（災害状況を想定し、机上で対応する形式の訓練） 

３．夜間訓練（夜間に行ったものに限らず、夜間の避難等を想定した訓練等を 

含む） 

４．消火訓練 

５．救出・救助訓練 

６．応急手当訓練 

７．炊き出し訓練 

８．連絡網を使用した情報伝達訓練 

９．介護を必要とする人の介助訓練 

10．研修会や講習会 

11．地域での話し合い 

12．消防団の活動 

13．避難所体験訓練または避難所運営訓練 

14．企業や事業所も一緒になった防災活動 

15．災害ボランティアの受入訓練 

16．その他 
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75.4

8.4

3.7

47.0

13.7

19.0

10.5

11.4

2.9

15.0

8.7

7.3

6.0

2.2

0.4

1.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難訓練

図上訓練

夜間訓練

消火訓練

救出・救助訓練

応急手当訓練

炊き出し訓練

連絡網を使用した情報伝達訓練

介護を必要とする人の介助訓練

研修会や講習会

地域での話し合い

消防団の活動

避難所体験訓練または避難所運営訓練

企業や事業所も一緒になった防災活動

災害ボランティアの受入訓練

その他

無回答

全県 (n=1,075)

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参加した防災活動の内容について、「避難訓練」と答えた方の割合が75.4％と最も高く、

次いで「消火訓練」が47.0％となっています。  
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41.4

19.1

47.0

22.2

17.9

7.8

16.3

5.4

2.4

0% 20% 40% 60%

短い時間で実施できるもの

家族で参加できるもの

簡単な内容で気軽に参加できるもの

年齢や性別等に関わらず誰でも参加できるもの

地域のイベント等と合わせて行われるもの

商業施設等で行われるもの

どれも参加したいと思わない

その他

無回答

全県 (n=1,411)

７－５ 参加したい防災活動（複数回答） 

 

【問 22-4】問 22-1で、「4.参加していない」と回答された方にお尋ねします。 

どのような防災活動であれば参加したいと思いますか。（いくつでも○） 

1．短い時間で実施できるもの 

2．家族で参加できるもの 

3．簡単な内容で気軽に参加できるもの 

4．年齢や性別等に関わらず誰でも参加できるもの 

5．地域のイベント等と合わせて行われるもの 

6．商業施設等で行われるもの 

7．どれも参加したいと思わない 

８．その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問22-1で地域や職場の防災活動に「参加していない」と答えた方が、参加したいと思う

防災活動について、「簡単な内容で気軽に参加できるもの」の割合が 47.0％と最も高く、

次いで「短い時間で実施できるもの」が41.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 



49 

 

14.4 15.1 30.0 4.3 33.8 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

ある（活発に活動している） ある（あまり活発に活動していない）

ある（活動状況はよくわからない） 自主防災組織がない

自主防災組織があるかどうかわからない 無回答

14.4

14.8

12.1

16.4

15.1

16.4

11.1

19.9

30.0

29.5

32.6

23.3

4.3

4.4

3.6

5.5

33.8

32.7

38.1

30.1

2.4

2.2

2.4

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

ある（活発に活動している） ある（あまり活発に活動していない）

ある（活動状況はよくわからない） 自主防災組織がない

自主防災組織があるかどうかわからない 無回答

７－６ お住まいの地域の自主防災組織の認知度と活動状況 

 

【問 23】あなたのお住まいの地域は、自主防災組織（町内会･自治会等を母体とした地域

の住民が防災活動をする組織）がありますか。また、活動状況はどうですか。 

（一つだけ○） 

1．ある（活発に活動している） 

2．ある（あまり活発に活動していない） 

3．ある（活動状況はよくわからない） 

4．自主防災組織がない 

5．自主防災組織があるかどうかわからない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住んでいる地域における自主防災組織について、「自主防災組織があるかどうかわからない」

と答えた方の割合が33.8％と最も高く、「ある（活動状況はよくわからない）」が30.0％

となっています。 

○地域別に見ると伊勢市以北の津波危険地域において、自主防災組織の活動状況を把握して

いる（「ある（活発に活動している）」、「ある（あまり活発に活動していない）」）と答えた方

の割合が他の地域に比べて低くなっています。 
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42.5 45.7 20.5 26.9 27.3 8.0 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

地域における非常連絡網の整備

避難や救出・救助訓練等の防災訓練

防災知識を得るための専門家による研修会や講習会

タウンウォッチングや防災マップづくり等、地域の危険箇所を把握する活動

地域の避難所を運営する訓練

職場におけるＢＣＰ（事業継続計画）の作成やそれに基づく訓練

その他

７－７ 地域や職場で必要だと思う防災活動（複数回答） 

 

【問 24】どういった防災活動が地域や職場で実施されることが必要だと思いますか。 

（いくつでも○） 

１．地域における非常連絡網の整備 

２．避難や救出・救助訓練等の防災訓練 

３．防災知識を得るための専門家による研修会や講習会 

４．タウンウォッチングや防災マップづくり等、地域の危険箇所を把握する活動 

５．地域の避難所を運営する訓練 

６．職場におけるＢＣＰ（事業継続計画）の作成やそれに基づく訓練 

７．その他 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域や職場で必要だと思う防災活動について、「避難や救出・救助訓練等の防災訓練」と答

えた方の割合が45.7％と最も高く、次いで「地域における非常連絡網の整備」が42.5％、

「地域の避難所を運営する訓練」が27.3％となっています。 
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63.0

39.4

31.6

75.2

73.6

62.3

25.1

58.3

33.5

30.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被災者の救援・救護

避難誘導

消火活動の援助

飲料水の提供

食料の提供

生活用品の提供

救援機材、工具の提供

避難場所の提供

駐車場の提供

災害情報の提供

その他

全県 (n=2,512)

７－８ 企業・事業所に期待すること（複数回答） 

  

【問 25】地域の防災活動や防災対策について、地域の企業・事業所に期待することは何

ですか。(いくつでも○) 

1．被災者の救援・救護  

2．避難誘導 

3．消火活動の援助 

4．飲料水の提供 

5．食料の提供 

6．生活用品の提供 

7．救援機材、工具の提供 

8．避難場所の提供 

9．駐車場の提供 

10．災害情報の提供 

11．その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○企業・事業所に期待することについて、「飲料水の提供」と答えた方の割合が 75.2％と最

も高く、次いで「食料の提供」が73.6％、「被災者の救援・救護」が63.0％、「生活用品

の提供」が62.3％、「避難場所の提供」が58.3％となっています。 
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23.7 63.1 10.8 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

名称だけでなく、活動内容や役割まで知っている

消防団の名称は知っているが、具体的な活動内容や役割は知らない

知らない

無回答

24.3

18.4

36.3

61.7

69.2

55.5

11.5

10.4

4.8

2.5

2.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般地域 (n=1,741)

津波危険地域・

伊勢市以北 (n=577)

津波危険地域・

鳥羽市以南 (n=146)

名称だけでなく、活動内容や役割まで知っている

消防団の名称は知っているが、具体的な活動内容や役割は知らない

知らない

無回答

８ 消防団について 

８－１ 消防団の認知度 

 

【問 26】消防団について知っていますか。（一つだけ○） 

１．名称だけでなく、活動内容や役割まで知っている 

２．消防団の名称は知っているが、具体的な活動内容や役割は知らない 

３．知らない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）地域別 
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12.2

14.1

17.6

23.7

27.1

31.3

68.9

68.3

71.1

65.8

60.7

53.4

18.2

17.2

10.7

8.5

9.8

9.9

0.7

0.4

0.5

1.9

2.4

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代 (n=148)

30歳代 (n=227)

40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565)

60歳代 (n=583)

70歳以上 (n=584)

名称だけでなく、活動内容や役割まで知っている

消防団の名称は知っているが、具体的な活動内容や役割は知らない

知らない

無回答

（２）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○消防団について86.8％の方が知っている（選択肢１,２）と回答し、23.7％の方は「名

称だけでなく、活動内容や役割まで知っている」と回答しています。 

○地域別に見ると、鳥羽市以南の津波危険地域において「名称だけでなく、活動内容や役割

まで知っている」と答えた方の割合が36.3％と他の地域に比べて高くなっています。 

○年齢別に見ると、年齢が高くなるほど「名称だけでなく、活動内容や役割まで知ってい

る」と答えた方の割合が高くなっています。 
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76.5

54.0

57.3

25.4

21.1

25.8

28.0

15.6

3.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

火災時の消火活動

風水害時の水防活動

大規模災害時の救出救助や避難誘導

火災予防の啓発活動

防災意識向上の啓発活動

応急手当等の普及活動

防災訓練等の指導

地域行事等の警備

その他

無回答

全県 (n=2,512)

８－２ 消防団に期待する活動（複数回答） 

 

【問 27】消防団は地域防災におけるさまざまな活動を行っていますが、お住まいの地域

の消防団に期待する活動はどのようなものですか。（いくつでも○） 

１．火災時の消火活動 

２．風水害時の水防活動 

３．大規模災害時の救出救助や避難誘導 

４．火災予防の啓発活動 

５．防災意識向上の啓発活動 

６．応急手当等の普及活動 

７．防災訓練等の指導 

８．地域行事等の警備 

９．その他 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○消防団に期待する活動について「火災時の消火活動」と答えた方の割合が76.5％と最も高

く、次いで「大規模災害時の救出救助や避難誘導」が 57.3％、「風水害時の水防活動」が

54.0％となっています。 
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1.4

1.4

6.2

3.3

58.6

24.7

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

現在、消防団に入団している

入団する

一部の活動に絞ってであれば入団する（機能

別消防団員）

環境等が改善されれば入団を検討する

入団しない

わからない

無回答

全体 (n=2,512)

８－３ 消防団への入団意思（複数回答） 

 

【問 28-1】消防団への入団を勧められた場合、どうされますか。（いくつでも○） 

１．現在、消防団に入団している 

２．入団する 

３．一部の活動に絞ってであれば入団する（機能別消防団員） 

４．環境等が改善されれば入団を検討する 

５．入団しない 

６．わからない 

 

《集計結果》 
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0.7

2.0

7.4

4.1

60.8

24.3

0.7

5.3

2.2

4.4

3.5

56.8

29.1

0.0

1.0

1.3

6.9

7.4

53.2

30.9

0.8

1.6

1.2

7.8

2.7

57.7

27.4

2.1

1.0

1.2

5.3

2.4

61.6

24.5

4.5

0.3

1.0

5.3

1.5

60.3

16.8

15.2

0% 20% 40% 60% 80%

現在、消防団に入団している

入団する

一部の活動に絞ってであれば入団する（機能別

消防団員）

環境等が改善されれば入団を検討する

入団しない

わからない

無回答

10～20歳代 (n=148) 30歳代 (n=227) 40歳代 (n=391)

50歳代 (n=565) 60歳代 (n=583) 70歳以上 (n=584)

（1）年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○消防団への入団意思について、「入団しない」と答えた方の割合が58.6％と最も高くなっ

ています。 

○一方で、「入団する」（1.4％）「一部の活動に絞ってであれば入団する」（6.2％）「環境等

が改善されれば入団を検討する」（3.3％）と入団に関心がある方の割合があわせて

10.9％となっています。 

○年齢別に見ると、40歳代において「入団しない」と答えた方の割合が53.2％と他の年

代に比べて低くなっており、「環境等が改善されれば入団を検討する」と答えた方の割合

が7.4％と他の年代に比べて高くなっています。  
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13.5

10.9

3.4

24.3

10.6

3.5

5.0

45.9

4.0

29.4

3.7

0% 20% 40% 60%

地域に消防団があるかどうか知らない

消防団がどういう活動をしているのか知らない

地域に貢献したい気持ちがあまりない

消防団活動により仕事との両立が難しそう

昔から地域にある組織で入りにくそうなイメージがある

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

体力的にきついイメージがある

報酬が安い

その他

無回答

全体 (n=1,553)

８－４ 消防団に入団しない理由（複数回答） 

 

【問 28-2】問 28-1で「4.環境等が改善されれば入団を検討する」、「5.入団しない」と

回答された方にお尋ねします。 

消防団に入団しない理由は何ですか。（いくつでも○） 

１．地域に消防団があるかどうか知らない 

２．消防団がどういう活動をしているのか知らない 

３．地域に貢献したい気持ちがあまりない 

４．消防団活動により仕事との両立が難しそう 

５．昔から地域にある組織で入りにくそうなイメージがある 

６．家族の理解が得られない 

７．職場の理解が得られない 

８．体力的にきついイメージがある 

９．報酬が安い 

10．その他 

 

《集計結果》 
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17.7

25.0

11.5

32.3

15.6

5.2

7.3

46.9

9.4

6.3

3.1

23.4

21.2

7.3

44.5

19.7

4.4

10.9

38.7

8.8

16.8

3.6

14.3

14.3

5.9

46.4

19.8

7.2

10.5

41.8

8.4

17.3

1.3

16.7

9.4

3.8

32.6

12.0

3.2

5.9

49.3

3.8

18.5

1.8

11.3

9.1

1.3

13.7

6.4

3.2

1.6

52.5

1.3

35.7

3.5

7.5

4.7

0.0

3.3

2.5

1.1

1.1

40.4

0.8

51.8

7.5

0% 20% 40% 60%

地域に消防団があるかどうか知らない

消防団がどういう活動をしているのか知らない

地域に貢献したい気持ちがあまりない

消防団活動により仕事との両立が難しそう

昔から地域にある組織で入りにくそうなイメージがある

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

体力的にきついイメージがある

報酬が安い

その他

無回答

10～20歳代 (n=96) 30歳代 (n=137) 40歳代 (n=237)

50歳代 (n=341) 60歳代 (n=373) 70歳以上 (n=361)

（1）年齢別 
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○消防団に入団しない理由について、「体力的にきついイメージがある」と答えた方の割合

が45.9％と最も高く、次いで「消防団活動と仕事の両立が難しそう」が24.3％となっ

ています。 

○年齢別に見ると、年齢が低くなるほど「消防団がどういう活動をしているのか知らない」

と答えた方の割合が高くなっています。 

○また、30歳代、40歳代は、他の年代に比べて「消防団活動により仕事との両立が難し

そう」と答えた方の割合が高くなっており、10～20歳代、50歳代、60歳代は他の年

代に比べて「体力的にきついイメージがある」と答えた方の割合が高くなっています。 

○「その他」の内容について、具体的には「高齢のため」という回答が多数を占めていま

す。  
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９ 学校の防災教育について 

９－１ 学校で特に力を入れて取り組むべき防災教育（複数回答） 

 

【問29】子どもたちが災害から自分の命を守る力を身につけるとともに、災害時に地 

域の一員として行動できる力を身につけていくために、学校においてどのよう 

なことに特に力を入れて取り組むことが必要だと思いますか。（いくつでも○） 

１．地震の起こる仕組みについての学習 

２．過去に地域で起きた風水害・地震とその被害についての学習 

３．国や県が公表している、南海トラフ地震や内陸直下型地震による揺れや津波 

の被害想定についての学習 

４．地震が起きたときにとるべき行動についての学習 

５．津波からの避難方法や避難場所についての学習 

６．局地的大雨や竜巻からの避難方法やとるべき行動（危険な場所に近づかない 

等）についての学習 

７．土砂災害からの避難方法や避難場所についての学習 

８．家庭での防災対策についての学習 

９．避難訓練の実施 

10．家庭や地域（自主防災組織や自治会など）と連携した避難訓練等の防災活動 

の実施 

11．地域の防災タウンウォッチングや防災マップの作成 

12．救急・救命講習 

13．その他 
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33.5

53.1

41.1

84.5

62.1

58.2

42.8

40.7

56.4

30.8

24.4

32.1

1.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震の起こる仕組みについての学習

過去に地域で起きた風水害・地震とその被害について

の学習

国や県が公表している、南海トラフ地震や内陸直下型

地震による揺れや津波の被害想定についての学習

地震が起きたときのとるべき行動についての学習

津波からの避難方法や避難場所についての学習

局地的大雨や竜巻からの避難方法やとるべき行動（危

険な場所に近づかない等）についての学習

土砂災害からの避難方法や避難場所についての学習

家庭での防災対策についての学習

避難訓練の実施

家庭や地域（自主防災組織や自治会など）と連携した

避難訓練等の防災活動の実施

地域の防災タウンウォッチングや防災マップの作成

救急・救命講習

その他

無回答

全県 (n=2,512)

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校において特に力を入れて取り組むことが必要だと思う防災教育について、「地震が起

きたときの取るべき行動についての学習」と答えた方の割合が84.5％と最も高く、次い

で「津波からの避難方法や避難場所についての学習」が62.1％、「局地的大雨や竜巻から

の避難方法やとるべき行動についての学習」が58.2％、「避難訓練の実施」が56.4％、

「過去に地域で起きた風水害・地震とその被害についての学習」が53.1％となっていま

す。 
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10.1 37.9 49.5 1.0 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=483)

子どもが学校から持ち帰ってきた防災ノートを活用して、話し合ったことがある

防災ノートを活用していないが、話し合ったことがある

話し合ったことはない

その他

無回答

９－２ 防災ノート等を活用した家庭での話し合いの状況 

 

【問30】同居家族に小学生、中学生、高校生がいる方にお尋ねします。 

防災ノート等を活用しながら家庭の防災対策について話し合ったことはありま 

すか。（一つだけ○） 

１．子どもが学校から持ち帰ってきた防災ノートを活用して、話し合ったことが 

ある 

２．防災ノートを活用していないが、話し合ったことがある 

３．話し合ったことはない             

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○同居家族に小学生、中学生、高校生がいる方における防災ノート等を活用した家庭での話

し合いの状況について、「話し合ったことはない」と答えた方の割合が49.5％と最も高く、

次いで、「防災ノートを活用していないが、話し合ったことがある」が 37.9％となってい

ます。 
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28.5 4.9 12.6 44.8 6.1 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=2,512)

一戸建ての持ち家・借家（昭和56年５月以前に着工・建築された木造の家）

一戸建ての持ち家・借家（昭和56年５月以前に着工・建築された木造以外の家）

一戸建ての持ち家・借家（昭和56年６月以降に敷地内で建て替え）

一戸建ての持ち家・借家（昭和56年６月以降に新たな敷地に新築）

アパート・マンション等の集合住宅

無回答

10 あなたのお住まいの耐震化について 

10－１ お住まいの状況 

 

【問31】 あなたのお住まいは次のうちのどれにあたりますか。(一つだけ○） 

1．一戸建ての持ち家・借家（昭和56年 5月以前に着工・建築された木造の 

家）              

2．一戸建ての持ち家・借家（昭和56年 5月以前に着工・建築された木造以 

外の家） 

3．一戸建ての持ち家・借家（昭和56年 6月以降に敷地内で建て替え）            

4．一戸建ての持ち家・借家（昭和56年 6月以降に新たな敷地に新築）               

5．アパート・マンション等の集合住宅          

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住まいの状況について、「一戸建ての持ち家・借家（昭和 56 年 6 月以降に新たな敷地

に新築）」が 44.8％、「一戸建ての持ち家・借家（昭和 56 年 5 月以前に着工・建築さ

れた木造の家）」が 28.5％、「一戸建ての持ち家・借家（昭和 56 年 6 月以降に敷地内

で建て替え）」が12.6％、「アパート・マンション等の集合住宅」が6.1％、「一戸建て

の持ち家・借家（昭和56年 5月以前に着工・建築された木造以外の家）」が4.9％とな

っています。 
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40.1 16.1 22.3 5.6 51.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=716)

耐震診断費用への補助（無料耐震診断）

耐震補強設計費用への補助

耐震補強工事費用への補助（リフォーム工事補助を含む）

耐震性のない木造住宅の除却費用への補助

どれも知らない

10－２ 木造住宅の耐震化に向けた補助制度の認知度（複数回答） 

 

【問32】県及び市町では、昭和56年 5月 31日以前に建築された（着工を含む）木造

住宅の耐震化に向けた補助等を行っています。あなたは次の制度をご存知です

か。（いくつでも○） 

１．耐震診断費用への補助（無料耐震診断） 

２．耐震補強設計費用への補助 

３．耐震補強工事費用への補助（リフォーム工事補助を含む）  

４．耐震性のない木造住宅の除却費用への補助 

５．どれも知らない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○昭和56年5月以前に着工・建築された木造の一戸建てに住んでいる方における木造住

宅の耐震化に向けた補助制度の認知度について、「どれも知らない」と答えた方の割合が

51.1％と最も高く、「耐震診断費用への補助（無料耐震診断）」が40.1％、「耐震補強工

事費用への補助（リフォーム工事補助を含む）」が22.3％となっています。 
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77.1 11.2 7.6 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=1,155)

受けたことがない

受けたことがあり、補強工事が必要と診断された

受けたことがあり、補強工事は必要なかった

無回答

10－３ ご自宅の耐震診断 

 

【問 33】あなたのご自宅（同じ敷地内で建替えを行った場合、建替え前の住宅を含む、

借家も含む）は、耐震診断を受けたことがありますか。受けたことがある場合

は、診断結果はどうでしたか。（一つだけ○） 

1．受けたことがない 

2．受けたことがあり、補強工事が必要と診断された   

3．受けたことがあり、補強工事は必要なかった     

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○昭和 56年5月以前に着工・建築された一戸建てや昭和56年 6月以降に敷地内で建て

替えた一戸建てに住んでいる方において、自宅の耐震診断を「受けたことがない」と答

えた方の割合は 77.1％、「受けたことがある」と答えた方の割合は 18.8％となってい

ます。 
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39.5 5.4 16.3 38.0 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=129)

補強工事を行った 建て替えた

現在検討中（補強設計のみ行った方を含む） 工事を行うつもりはない

無回答

37.3 60.8 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=51)

はい いいえ 無回答

10―４ 耐震補強工事 

 

【問34】問33で、「2.受けたことがあり、補強工事が必要と診断された」と回答された 

方にお尋ねします。 

耐震補強が必要と診断された後、補強工事を行いましたか。（一つだけ○） 

1．補強工事を行った                

2．建て替えた                    

3．現在検討中（補強設計のみ行った方を含む） 

4．工事を行うつもりはない             

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自宅の耐震診断を受けたことがあり、補強工事が必要と診断された方において、「補強工

事を行った」と答えた方の割合は39.5％、「工事を行うつもりはない」と答えた方の割合

は38.0％、「現在検討中」と答えた方の割合は16.3％となっています。 

 

 

10－５ 耐震補強工事の補助制度の利用の有無 

 

【問33】問34で、「1.補強工事を行った」と回答された方にお尋ねします。耐震補強工 

事に対する行政の補助制度を利用されましたか。（一つだけ○） 

1．はい                       

2．いいえ                    

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

○耐震補強工事を行った方における補助制度の利用について、60.8％の方が「いいえ」と

答えています。 
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6.5 71.0 19.4 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=31)

現行の耐震基準を満たすように建物全体を補強した 建物の一部のみを補強した 分からない 無回答

12.5 8.3 8.3 25.0 25.0 16.7 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=24)

50万円まで 100万円まで 150万円まで 200万円まで 300万円まで それ以上 無回答

10－６ 耐震補強工事の内容 

 

【問36】問35で、「2.いいえ」と回答された方にお尋ねします。 

どのような耐震補強工事を行いましたか。 （一つだけ○） 

1．現行の耐震基準を満たすように建物全体を補強した 

2．建物の一部のみを補強した              

3．分からない                     

 

《集計結果》 

 

 

 

 

○補助制度を利用しなかった方が行った耐震補強工事について、「建物の一部のみを補強し

た」と答えた方の割合が71.0%となっています。 

 

 

10－７ 補強工事を行った時の工事費 

 

【問37】 問 36で、「1.現行の耐震基準を満たすように建物全体を補強した」、「2.建

物の一部のみを補強した」と回答された方にお尋ねします。耐震補強工事

費はいくら位かかりましたか。（一つだけ○） 

1． 50万円まで 

2．100万円まで 

3．150万円まで 

4．200万円まで                   

5．300万円まで 

6．それ以上 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

○補助制度を利用せずに建物の耐震補強工事を行った方における工事費について、「200

万円まで」、「300 万円まで」がともに 25.0％、「300 万円以上」が 16.7％、「50 万

円まで」が12.5％となっています。 
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27.1 65.7 28.6 4.37.1 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=70)

補強設計に多額な費用がかかるから
補強工事に多額な費用がかかるから
耐震化しても大地震による被害は避けられないと思うから
当分のあいだ大地震は起きないと思うから
手間がかかるから
その他

10－８ 耐震補強工事をしない理由（複数回答） 

 

【問38】 問 34で、「3.現在検討中（補強設計のみ行った方を含む）」、「4.工事を行う

つもりはない」と回答された方にお尋ねします。耐震補強の決心がつかない、

耐震補強をしない理由は何ですか。（いくつでも○） 

1．補強設計に多額な費用がかかるから 

2．補強工事に多額な費用がかかるから           

3．耐震化しても大地震による被害は避けられない 

と思うから 

4．当分のあいだ大地震は起きないと思うから 

5．手間がかかるから 

6．その他                 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○耐震補強工事が必要と診断されたものの、工事を行うつもりはない、または現在検討中

と答えた方が耐震補強をしない（決心がつかない）理由として、「補強工事に多額な費用

がかかるから」と答えた方の割合が65.7％と最も高く、次いで「耐震化しても大地震に

よる被害は避けられないと思うから」が28.6%、「補強設計に多額な費用がかかるから」

が27.1％となっています。 

 

 

10－９ 耐震補強工事が可能な自己負担額 

 

【問39】ご自宅の補強工事が必要とされた場合、自己負担がいくら位までなら耐震補強 

を行いますか。（一つだけ○） 

1． 50万円まで 

2．100万円まで 

3．150万円まで 

4．200万円まで                   

5．300万円まで 

6．それ以上 
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49.4 25.3 2.9

5.5

3.3

0.2

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=938)

50万円まで 100万円まで 150万円まで 200万円まで 300万円まで それ以上 無回答

37.0 27.3 28.3 13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全県 (n=938)

建物の１階部分のみの補強工事にかかる費用が

安価であれば、実施したい

建物の一部の部屋だけでも、安全性が確保でき、耐震

シェルター設置にかかる費用が安価であれば、実施したい

建物の１階部分のみの補強工事や耐震シェルター設置に

費用がかかるため、実施しない

無回答

《集計結果》 

 

 

 

 

○耐震補強工事が可能な自己負担額について、「50万円まで」と答えた方の割合が49.4％

と最も高く、次いで「100万円まで」と答えた方の割合が25.3%となっています。 

 

 

10－10 1 階部分のみの耐震補強や耐震シェルターによる補強の意思（複数回答） 

 

【問40】建物の１階部分のみを耐震補強する、又は耐震シェルターを設置することで少 

しでも安全性が向上するのであれば、補強したいと思いますか。 

（いくつでも○） 

１．建物の１階部分のみの補強工事にかかる費用が安価であれば、実施したい 

2．建物の一部の部屋だけでも、安全性が確保でき、耐震シェルター設置にかかる 

費用が安価であれば、実施したい 

3．建物の１階部分のみの補強工事や耐震シェルター設置に費用がかかるため、実 

施しない 

 

《集計結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○耐震補強工事を実施していない方における、建物の１階部分のみの補強工事や耐震シェ

ルターによる補強の意思について、「建物の１階部分に係る費用が安価であれば、実施し

たい」と答えた方の割合は37.0％、「耐震シェルター設置にかかる費用が安価であれば

実施したい」と答えた方の割合は27.3％となっている一方で、「どちらも費用がかかる

ため実施しない」と答えた方の割合は28.3％となっています。  
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資料  

 

〇津波危険地域一覧 

以下の「対象町名」は、三重県が平成２４年３月に公表した予測において浸水が想定され

る町名（部分的な浸水を含む）で、平成２４年度の調査の際に各市町確認の上で分類し、「津

波危険地域」として統計しました。 

市町名 対象町名 

津市 

白塚町、栗真小川町、栗真中山町、栗真町屋町、一身田中野、一身田豊野、一
身田平野、栄町、桜橋、上浜町、江戸橋、島崎町、港町、海岸町、末広町、高
洲町、住吉町、藤枝町、津興、藤方、高茶屋小森町、高茶屋小森上野町、雲出
本郷町、雲出長常町、雲出伊倉津町、雲出鋼管町、河芸町中別保、河芸町一色、
河芸町影重、河芸町上野、河芸町東千里、河芸町中瀬、香良洲町 

四日市市 

稲葉町、大協町１丁目、大協町２丁目、高砂町、尾上町、千歳町、末広町、東
邦町、塩浜町、大字塩浜、石原町、三田町、川合町、天カ須賀１丁目、天カ須
賀２丁目、天カ須賀３丁目、天カ須賀４丁目、天カ須賀５丁目、住吉町、平町、
松原町、富州原町、富田一色町、天カ須賀新町、富双１丁目、富双２丁目、東
富田町、富田１丁目、富田２丁目、富田３丁目、富田４丁目、南富田町、茂福
町、東茂福町、富田浜元町、富田浜町、浜園町、霞１丁目、霞２丁目、大字茂
福、羽津町、午起３丁目、三郎町、楠町南五味塚、楠町北五味塚、楠町吉崎、
楠町小倉 

伊勢市 

楠部町、下野町、竹ケ鼻町、神社港、馬瀬町、大湊町、朝熊町、東豊浜町、樫
原町、西豊浜町、磯町、有滝町、村松町、東大淀町、二見町松下、二見町江、
二見町茶屋、二見町三津、二見町山田原、二見町溝口、二見町荘、二見町西、
二見町今一色、二見町光の街、御薗町上條、御薗町小林、御薗町新開 

松阪市 

大口町、東久保町、新松ヶ島町、町平尾町、猟師町、松崎浦町、松ヶ島町、六
軒町、西黒部町、松名瀬町、高須町、東黒部町、柿木原町、土古路町、出間町、
大垣内町、蓮花寺町、神守町、牛草町、垣内田町、乙部町、市場庄町、曽原町、
中道町、小津町、喜多村新田町、笠松町、星合町、五主町 

桑名市 

吉之丸、三之丸、片町、江戸町、川口町、船馬町、清水町、宝殿町、春日町、
風呂町、本町、北魚町、三崎通、相生町、殿町、田町、南魚町、油町、職人町、
宮通、京町、吉津屋町、鍛冶町、入江葭町、紺屋町、内堀、伊賀町、柳原、新
屋敷、八幡町、外堀、萱町、伝馬町、新町、一色町、矢田磧、西鍋屋町、北鍋
屋町、東鍋屋町、南寺町、北寺町、今片町、堤原、今中町、今北町、太一丸、
住吉町、大字赤須賀、大字江場、掛樋、大字大福、大字桑名、大央町、中央町
一丁目、中央町三丁目、中央町四丁目、中央町五丁目、新築町、常盤町、京橋
町、三栄町、八間通、寿町一丁目、寿町二丁目、寿町三丁目、末広町、桑栄町、
有楽町、駅元町、参宮通、蓮見町、福島新町、大字東方、大字播磨、大字東汰
上、大字蠣塚新田、大字福島、大字上之輪、大字上深谷部、大字今島、大字安
永、大字和泉、大字小泉、大字大貝須、大字小貝須、大字福地、大字福江、大
字地蔵、大字東野、大字萱町、大字立田町、大字太平町、大字福岡町、長島町
長島萱町、長島町長島中町、長島町長島下町、長島町又木、長島町源部外面、
長島町殿名、長島町東殿名、長島町押付、長島町小島、長島町大倉、長島町出
口、長島町間々、長島町高座、長島町中川、長島町平方、長島町西外面、長島
町十日外面、長島町大島、長島町駒江、長島町松ケ島、長島町千倉、長島町下
坂手、長島町上坂手、長島町杉江、長島町松之木、長島町新所、長島町西川、
長島町鎌ケ地、長島町葭ケ須、長島町赤地、長島町福豊、長島町福吉、長島町
白鶏、長島町横満蔵、長島町松蔭、長島町浦安、長島町老松 

鈴鹿市 

寺家町、寺家１丁目、寺家２丁目、寺家３丁目、寺家４丁目、白子１丁目、白
子本町、江島本町、東江島町、南長太町、長太新町３丁目、長太新町４丁目、
長太旭町６丁目、長太栄町４丁目、長太栄町５丁目、中箕田町、北堀江町、下
箕田町、下箕田１丁目、下箕田２丁目、下箕田３丁目、南若松町、北若松町、
若松中１丁目、若松東１丁目、若松東２丁目、若松東３丁目、若松北３丁目、
磯山町、東磯山１丁目、東磯山２丁目、東磯山３丁目、東磯山４丁目、磯山１
丁目、磯山２丁目、磯山３丁目 
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市町名 対象町名 

尾鷲市 

林町、中央町、朝日町、港町、中井町、栄町、中村町、野地町、坂場町、宮ノ
上町、北浦町、大字天満浦、大字向井、大字大曽根浦、大字行野浦、須賀利町、
九鬼町、早田町、三木里町、名柄町、小脇町、三木浦町、古江町、賀田町、曽
根町、梶賀町、小川東町、瀬木山町、中川、矢浜１丁目、矢浜３丁目、矢浜４
丁目、北浦西町、北浦東町、矢浜大道、国市松泉町 

鳥羽市 

鳥羽１丁目、鳥羽２丁目、鳥羽３丁目、鳥羽４丁目、鳥羽５丁目、小浜町、堅
神町、池上町、安楽島町、大明東町、大明西町、船津町、相差町、国崎町、畔
蛸町、千賀町、堅子町、石鏡町、浦村町、桃取町、答志町、菅島町、神島町、
坂手町 

熊野市 
須野町、甫母町、二木島里町、二木島町、遊木町、新鹿町、波田須町、磯崎町、
大泊町、木本町、井戸町、有馬町、久生屋町 

志摩市 

阿児町鵜方、阿児町神明、阿児町立神、阿児町志島、阿児町甲賀、阿児町国府、
阿児町安乗、浜島町浜島、浜島町南張、浜島町檜山路、浜島町塩屋、浜島町迫
子、大王町波切、大王町船越、大王町畔名、大王町名田、志摩町片田、志摩町
布施田、志摩町和具、志摩町越賀、志摩町御座、磯部町下之郷、磯部町飯浜、
磯部町穴川、磯部町坂崎、磯部町的矢、磯部町三ケ所、磯部町渡鹿野 

桑名郡木曽岬町 全域 

三重郡朝日町 大字縄生、大字小向、大字柿 

三重郡川越町 全域 

多気郡明和町 
大字川尻、大字北藤原、大字浜田、大字八木戸、大字根倉、大字養川、大字中
村、大字南藤原、大字内座、大字大堀川新田、大字大淀甲、大字大淀乙、大字
山大淀、大字大淀 

度会郡大紀町 錦 

度会郡南伊勢町 

五ヶ所浦、船越、中津浜浦、飯満、内瀬、伊勢路、迫間浦、礫浦、相賀浦、田
曽浦、宿浦、泉、神津佐、下津浦、木谷、棚橋竈、新桑竈、古和浦、栃木竈、
小方竈、方座浦、神前浦、村山、河内、東宮、奈屋浦、贄浦、慥柄浦、道方、
大江、道行竈、阿曽浦、大方竈 

北牟婁郡紀北町 
三浦、道瀬、海野、長島、東長島、相賀、引本浦、矢口浦、白浦、島勝浦、古
里 

南牟婁郡御浜町 大字阿田和、大字下市木、大字志原 

南牟婁郡紀宝町 井田、鵜殿、北檜杖、成川、鮒田 
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○ 令和５年度 防災に関する県民意識調査 調査票 

 

 

 



73 

 

 
 

 

 



74 

 

 

 

改ページ 



75 

 

 

 

 



76 

 

 
 

 

 



77 

 

 

 

 



78 

 

 
 

 

 



79 

 

 
 

 



80 

 

 

 

 



81 

 

 
 

 



82 

 

 

 

 



83 

 

 
 

 

 



84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告書名 令和 5年度 防災に関する県民意識調査報告書 

 

発行年月 令和６年５月 

 

発行者 三重県防災対策部 防災対策総務課 

〒514-8570 津市広明町13番地 

TEL  059-224-218１ 

FAX  059-224-2199 

e-mail btsomu@pref.mie.lg.jp 


